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機構が取り組むテーマ ※新産業創出等研究開発基本計画 (R4.8.26策定)

産業化
• 産学連携体制の構築
• 実証フィールドの積極的な活用
• 戦略的な知的財産マネジメント

• 研究者にとって魅力的な研究環境
（国際的に卓越した人材確保の必要性を
考慮した給与等の水準などを整備）
• 若手・女性研究者の積極的な登用

【①ロボット】

廃炉にも資する高度な遠
隔操作ロボットやドローン
等の開発、性能評価手
法の研究等

【④放射線科学・創薬医療、
 放射線の産業利用】
放射線科学に関する基礎基盤研究や

ＲＩの先端的な医療利用・創薬技術

開発及び放射線産業利用等

【⑤原子力災害に関するデータや知見の
集積・発信】

自然科学と社会科学の融合を図り、原子力災害
からの環境回復、原子力災害に対する備えとして
の国際貢献、更には風評払拭等にも貢献する
研究開発・情報発信等

将来的には数百名が参画

司令塔
• 既存施設等に横串を刺す協議会
• 研究の加速や総合調整のため、
一部既存施設・既存予算を機構へ
統合・集約

＜機構及び仮事務所の立地＞
円滑な施設整備、周辺環境、広域波及等の観点から、
以下に決定

本部：ふれあいセンターなみえ内

本施設：浪江町川添地区

人材育成
• 大学院生等
• 地域の未来を担う若者世代
• 企業の専門人材等

に対する人材育成

国内外の
優秀な研究者等

【③エネルギー】

福島を世界における
カーボンニュートラル先
駆けの地にするための
技術実証等

研究開発
• 福島での研究開発に優位性があ
る下記５分野で、被災地や世界
の課題解決に資する国内外に誇
れる研究開発を推進

福島国際研究教育機構（以下「機構」）は、福島をはじめ東北の復興を実現するための夢や希望となるものとするとともに、我が国の科
学技術力・産業競争力の強化を牽引し、経済成長や国民生活の向上に貢献する、世界に冠たる「創造的復興の中核拠点」を目指す。

※機構が長期・安定的に運営
できるよう必要な予算を確保

【②農林水産業】

農林水産資源の超省力
生産・活用による地域循
環型経済モデルの実現
に向けた実証研究等

福島国際研究教育機構の設置効果の広域的な波及へ
・機構を核として、市町村、大学・研究機関、企業・団体等と多様な連携を推進

・浜通り地域を中心に「世界でここにしかない研究・実証・実装の場」を実現し、国際的に情報発信

福島国際研究教育機構(F-REI)
Fukushima Institute for Research, Education and Innovation

〔福島復興再生特別措置法に基づく特別の法人〕

理事長のリーダーシップの下で、研究開発、産業化、
人材育成等を一体的に推進

理事長：山崎光悦（前金沢大学長）

主務大臣として共管

７年間の中期目標・
中期計画

福島国際研究教育機構（F-REI）（令和5年４月1日設立）の概要

過酷環境に対応する
ドローン・ロボット

農林水産業のスマート化
（農機制御システム）

カーボンニュートラルの実現
（バイオ・ケミカルプロセスによる

化学製品等の製造）

放射線イメージング
技術の研究開発

復興・再生まちづくりの実践と
効果検証研究

内閣総理大臣
復興大臣

文部科学大臣

厚生労働大臣

農林水産大臣

経済産業大臣

環境大臣
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【今後の取組】

＜研究実施体制＞
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福島国際研究教育機構（F-REI）の取組（研究開発の進捗状況と見通し）

・外部委託等による研究開発について、
その進捗状況及び成果を踏まえて統廃合
しつつ、段階的に直営の研究グループに
よる研究体制に移行。
・クロスアポイントメントを積極的に活
用しつつ、国内外の優秀な研究者をユ
ニットリーダーとして選考又は公募によ
り採用。（現行の委託研究とは別テーマ
の研究も開始。）

＜ユニットリーダー＞（R7.8.1時点）

ロボット分野 農林水産業分野 エネルギー分野 放射線科学・創薬医療分野
原子力災害に関するデータ・知見

の集積・発信分野

遠隔操作研究ユニット
大西 公平
（慶応義塾大学

特任教授）

土壌・植物マルチダイナミク
ス研究ユニット
二瓶 直登
（福島大学教授）

水素エネルギーシステム
安全科学ユニット
迫田 直也
（九州大学水素材料先端
科学研究センター教授
／物性研究部門長）

植物イメージング
研究ユニット
河地 有木
（量子科学技術研究
開発機構上席研究員
/プロジェクトリーダー）

地域環境
共創ユニット
林 誠二
（国立環境研究所）

自律化・知能化・
群制御研究ユニット
富塚 誠義
（カリフォルニア大学
バークレー校教授）

土壌ホメオスタシス
研究ユニット
藤井 一至（専任）

森林バイオマス活用
有機合成研究ユニット
山口 和也
（東京大学大学院
工学系研究科教授）

放射線基盤技術
開発ユニット
高橋 浩之
（東京大学教授）

原子力災害
医科学ユニット
高村 昇
（長崎大学
原爆後障害医療研究所）

燃料電池システム
研究ユニット
飯山 明裕
（山梨大学特任教授）

エコ水素エネルギー材料・
デバイス研究ユニット
内本 喜晴
（京都大学大学院
人間・環境学研究科教授）

放射性創薬ユニット
絹谷 清剛
（金沢大学副学長）

大規模災害
レジリエンス
研究ユニット
関谷 直也
（東京大学教授）

パワーソフト
ロボティクスユニット
鈴森 康一（専任）



産業化の取組

●F-REI座談会
地元経営者等からF-REIに対する多様なニーズ等を聞き取る

   ほか、市町村長等との直接対話を通じ、地域の産業構造や課題を
   把握。

R5年度中に、浜通り地域等15市町村すべてで開催。
R6年度は中通り、会津地域では4回、浜通り地域等ではテーマ

   別で2回開催。(テーマ：ロボット・ドローン、農林水産業)
R7年度は浜通り地域等において、エネルギーをテーマに１回

開催。今後も、同地域においてロボットや農林水産業をテーマと
して開催を予定しているほか、中通り、会津地域でも実施予定。

●産学官連携イベントの開催

●企業が多く集まるイベントでのブース出展

施設統合

環境動態研究関係
次の施設における放射性物質の環境動態研究に係る部分についてF-REIに統合。
① 量子科学技術研究開発機構（QST）放射線医学研究所福島再生支援研究部福島研究分室、いわき出張所→R5年4月1日 F-REIに統合
② 日本原子力研究開発機構（JAEA）廃炉環境国際共同センター（CLADS) 
③ 国立環境研究所（NIES）福島地域協働研究拠点

福島ロボットテストフィールド関係
ロボット分野における研究開発成果の産業化のための実証等をより効果的・効率的に行えるようにする観点から、福島県が設置した福島ロボットテスト

フィールド（RTF）をF-REIに統合。

R6年7月8日に環境創造センターにおける連携協力に関する基本協定を締結
R7年4月1日 三春町に所在する環境動態研究部分をF-REIに統合

R6年6月14日に福島県と基本合意書を締結
R7年4月1日 福島ロボットテストフィールドをF-REIに統合

人材育成の取組

●F-REIトップセミナー
開催実績：会津大学/会津学凰中学校・高校/

安積高校/磐城高校/小高産業技術高校/
相馬高校/原町高校/東日本国際大学/
福島大学/福島工業高等専門学校/

                      ふたば未来学園高校 等

   ●出前授業
       開催実績：会津学凰高校/安積高校/安積黎明高校/

磐城高校/小高産業技術高校/相馬高校/
                       日本大学東北高等学校/原町高校 等

●F-REIサイエンスラボ

●連携大学院制度（東北大学）

を継続して実施するほか、

令和７年度より新たに、高校・大学生を対象に、将来の研究
者となるための研究体験を行う機会として、サマースクールを
実施する。
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福島国際研究教育機構（F-REI）の取組（産業化・人材育成）



4



5



6



7



8



福島国際研究教育機構（F-REI）の取組（施設整備）

0 50 100

m

秋桜アリーナ
（地域スポーツセンター）

浪江駅
東西自由通路

西口交通広場

交流施設

商業施設

芝生広場

公営集合住宅

子ども広場

民間集合住宅

ホテル誘致エリア

東口交通広場

ふれあい
グラウンド

ふれあい
センターなみえ

踏切

秋葉神社

F-REI

研究施設ゾーン２
（実験）

研究支援ゾーン
(研究者滞在機能)

連携･交流
ゾーン

(本部･連携機能)

研究施設
ゾーン１
（一般）

面積：約16.9ha（東京ドーム約3.5個分）
※都市計画事業における都市施設（研究施設）の面積

○ 令和12年度までの順次供用開始を目指し、さらに本部施設棟については令和10年度の

完成を目指すなど、可能な限り前倒しに努める。

地図出典：国土地理院
浪江駅周辺整備計画部分出典：浪江駅周辺整備事業の平面図（令和5年2月3日区域変更）を加工
整備イメージは日建設計・日本設計・パシフィックコンサルタンツ設計共同体より提供
※整備イメージであり今後の設計で変更となる可能性がある

凡例

連携･交流ゾーン（本部・連携機能）

研究支援ゾーン(研究者滞在機能)

研究施設ゾーン1（一般）

研究施設ゾーン2（実験）

固有実験施設
（～R12年度）

研究実験施設他
（～R12年度）

本部施設棟
（～R10年度）

講堂・ホール施設他
（～R12年度）

短期宿泊施設
（～R12年度）
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福島国際研究教育機構（F-REI）の取組（F-REIの整備イメージ）

ふれあいセンターなみえ

ふれあいグラウンド

日建設計・日本設計・パシフィックコンサルタンツ設計共同体提供
※整備イメージであり今後の設計で変更となる可能性がある

現況

○ 令和７年春に敷地造成の工事に本格的に着手し、現在、用地の取得、敷地造成や

建物の設計を進めている。
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